





（Universal Design for Learning，UDL）」の視点が，どの程度授業実践の中に組み込まれているかの
実態を，英語教育の専門性がより高いと思われる中学校及び高等学校の英語教師と比較して検討する
ことである．調査協力者は，小学校の外国語活動の担当教師 7 名，中学校の英語教師 5 名，高等学

























サルデザイン（Universal Design for Learning，以下，UDL）」である．UDL は，アメリカの CAST
− 56 −



























5 年未満 5 年− 14 年 15 年以上 合計
小学校 3 4 0 7
中学校 5 0 0 5
高校（高専） 0 1 3 4
　本調査における調査参加者は小学校の外国語活動の担当教師 7 名，中学校の英語教師 5 名，高等








　UDL に基づく授業実践に関するアンケートは Google フォームを用いて作成し，ウェブ上で回答し
てもらった．回答してもらった質問は Q1: 「あなたは学びのユニバーサルデザインについて知ってい
ましたか．」，Q2: 「あなたは授業を組み立てる際に学びのユニバーサルデザインについて意識してい
ますか．」，Q3: 「学びのユニバーサルデザインの視点を生かして , あなたがしている工夫を具体的に
記入してください．」である．Q1 と Q2 は，5 件法のリッカート尺度（1: Q1 全く知らない／ Q2 して
いない 〜 5: Q1 とても知っている／ Q2 強くしている）で作成した．回答画面には，UDL の定義と











　アンケートの Q1 の回答の記述統計の結果を表 2 に示す．参加者の回答の平均値を見る限りでは，
UDL は中高の英語教師よりも，小学校の外国語活動担当教師の方が高かった．しかし，最初にルビー
ン検定を行い，等分散性が認められたので，学校種間で対応のない t 検定を行ったが統計的有意差は









際の UDL に基づく内容に対する意識に違いがあるかどうかを検討するために，Q1 同様，最初にルビー
ン検定を行った．その結果，等分散性が認められたので，対応のない t 検定を行った．しかし，校種












取り組み 提示（理解） 行動・表出 合計
小学校 5（38.46%） 4（30.77%） 4（30.77%） 13
中学校・高校（高専） 5（45.45%） 5（45.45%） 1（9.09%） 11
　アンケートの Q3 の調査参加者の自由記述式の回答を UDL の３原則に分類して定量化した結果を
表 4 の示す．高校教師のうち，CAST の前述の Universal Design for Learning guidelines を確認した
上で，「ガイドラインで示されている内容を大体は意識して指導している．」と回答した調査参加者は
ここでの分析の対象から除外した．また，中学校の英語教師には 2 名，高校の英語教師の中で 1 名
が UDL の 3 原則に当てはまる授業での工夫をしていないということであった．その他の調査参加者

























◦ この授業で何をするのか , 黒板の端に書く .
◦ 授業の流れをなるべく定型化し , 見通しが持てるようにする .
◦ 黒板の周りには必要最低限のものしか掲示せず , 児童が集中して授業を受けられる環境を意識して
いる .
◦ 児童の実態に応じてこれなら出来る , もしくはやりがいがあると感じる課題を提示する .
◦ ヘルプカードを 1 人 1 枚用意し , 教師やほかの児童に助けを求めることがしやすいようにするとと
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A Survey on Teachers’ Practices in Elementary School English Classes from 
the Perspective of Universal Design for Learning:
- Through the Comparison with Junior High School and High School English Teachers -
SAWAYA Yusuke
Abstract: The purpose of this study was to examine the extent to which three principles of Universal Design for 
Learning (UDL) are incorporated into the practices of elementary school English classes, in comparison with 
English teachers in junior high schools and senior high schools. The participants were a total of 16 teachers: 
seven teachers in charge of foreign language activities in elementary schools, five English teachers in junior 
high schools, and four English teachers in senior high schools and KOSEN (National Institute of Technology). 
The results showed no difference in the self-evaluation of the awareness of UDL when organizing their English 
classes. However, the analysis of their free response answers indicated that elementary school teachers focused 
more on how to make the students participate in communicative activities with fewer concerns.
